
（２）　　　　第561号 一関楽走会　　 ２０２１年３月２５日　　

No 名　　　前 ラン 総会 懇親会
1 佐藤　　東 ○ ○

2 佐藤　隆義 ○ ○

3 小野寺良信 5 ○ ○

4 須藤　正男 ○ ○

5 菅原　孝一 12 ○ ○

6 佐藤　文政 20 ○ ○

7 大越　昭夫 10 ○ ○

8 畠山真佐美 ○ ○

9 西城　　孝 ○

10 熊谷　秀雄 ○

11 菅原　楯夫 ○ ○

12
13
14
15

参加数 4 11 9

順位 2月走行 累計 累計順位

1 　菅原　孝一　 224 408 2
2 　小野寺卓司 210 417 1
3 　大越　昭夫 207 404 3
4 　畠山真佐美 201 201 5
5 　須藤　正男 184 184 6
6 　佐藤　隆義 164 164 7
7 　佐藤　文政 158 158 8
8 　小野寺良信　 151 151 9
9 　西城　　孝 150 300 4
10 　菅原　楯夫 65 75 10
11 　熊谷　秀雄 60 60 11
12 　平澤　和則 32 42 13
13 　斎藤　祐二 30 46 12
14 　千葉　健一 5 15 14
15 　長澤　　茂 5 5 15
16
17
18
19

※未報告の方は次号にて修正します。

名　　　　前

(2面敬称省略）

何
と
「
今
、
ウ
チ
の
会
社
が
倒
産
し
そ

う
で
す
。
あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
？
」

と
。
頭
の
中
が
真
白
と
は
こ
の
時
で
し

た
。
そ
も
そ
も
会
社
が
潰
れ
る
等
と
言

う
事
は
、
十
代
の
人
間
と
し
て
未
経
験

で
あ
り
、
ま
し
て
夢
と
希
望
を
打
破
す

る
如
き
は
、
驚
天
動
地
で
し
た
。
幸
い
に

も
1
6
番
目
だ
っ
た
の
で
、
思
い
も
よ

ら
な
い
答
弁
を
す
る
人
も
あ
り
、
し
か

し
、
同
じ
様
な
返
答
は
失
礼
で
あ
り
、
結

局
、
何
を
答
え
た
か
不
明
の
ま
ま
終
了

の
時
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。
当
時
「
車
」

と
言
え
ば
ト
ヨ
タ
・
日
産
の
時
代
で
あ

り
、
「
技
術
の
日
産
」
の
う
た
い
文
句
は

有
名
で
し
た
ね
。
し
か
し
、
日
産
は
労
使

の
対
決
が
強
く
、
後
々
、
国
外
逃
亡
者
と

な
る
外
人
を
社
長
に
迎
え
る
等
、
混
乱

の
経
過
を
辿
り
ま
す
ね
。
一
方
、
ト
ヨ
タ

は
世
界
に
そ
の
名
を
誇
る
大
会
社
で
あ

り
、
不
採
用
に
な
っ
た
者
と
し
て
、
こ
の

上
も
な
い
無
念
は
兎
も
角
、
あ
の
時
の

会
社
と
言
う
も
の
は
常
に
最
悪
の
事
態

を
想
定
し
「
労
使
は
一
体
感
を
持
ち
、
常

に
最
善
の
策
を
追
求
す
る
」
と
言
っ
た

人
生
の
戒
め
に
共
通
す
る
思
い
に
遭
遇

出
来
た
事
は
幸
運
で
し
た
。

(

菅
原
楯
夫
記
）

総会マラソン･総会･懇親会

総会マラソン懇親会会計報告
収 入 会 費1,000円×10＝10,000円

ご祝儀 佐藤東会長 4,000円

千葉健一 1,000円

会負担金 3,000円

収入計 18,000円

支 出 飲食費 13,120円

飲物代 4,880円

支出計 18,000円

年 会 費 納 入 者
阿部 隆 ２０００円 小野寺卓司 ２０００円

長澤 茂 ２０００円 岩渕 吉郎 ２０００円

小野寺利美 ２０００円 小原 博生 ２０００円

千葉 利郎 ２０００円 升谷美智子 ２０００円

平井 恒雄 ２０００円 西城 孝 ２０００円

金田真太郎 ２０００円 熊谷 秀雄 ２０００円

１２名

2月ＭＶＰ走行距離
※ 毎月の報告をおねがいします。

ここらでやめて いいコロ・ナ

一
世
紀
前
の

ス
ペ
イ
ン
風

邪
に
匹
敵
す

る
新
型
コ
ロ

ナ
の
世
界
的

騒
動
。
Ｗ
Ｈ

Ｏ
は

C
O
V
I
D

－
１
９
と
命

名
し
た
が
、

歴
史
的
な
観

点
か
ら
は
中

国
コ
ロ
ナ
が

相
応
し
い
が
、

背
景
に
覇
権

大
国
と
し
て

の
脅
威
的
な

台
頭
の
成
果

と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。

推定感染者日別の陽性者数の推移（２月５日現在）

・発症者のみの陽性者数

と
す
る
な
ら
ば
、
残

る
問
題
は
、
開
、
閉
会
・

表
彰
式
を
ど
う
す
る
か

で
あ
ろ
う
。

「
〇
〇
マ
ラ
ソ
ン
大
会

で
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
」
と

い
う
ニ
ュ
ー
ス
は
聞
い

た
こ
と
が
な
い
。

ウ
イ
ル
ス
感
染
の
大
き

な
要
因
は
会
食
の
席
に

お
い
て
、
近
距
離
で
マ

ス
ク
を
外
し
、
大
声
で

騒
ぐ
こ
と
が
大
き
な
感

染
原
因
で
あ
る
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
「
〇
〇
〇
〇

宣
言
」
に
よ
っ
て
、
人
間

の
移
動
、
会
食
会
等
を

避
け
れ
ば
、
そ
の
経
済

を
含
む
損
失
は
ど
の
位

に
な
る
の
だ
ろ
う
。

完
全
失
業
率
が
１
ポ
イ

ン
ト
増
加
す
る
と
、
自

殺
者
数
は

4
.
2
千

人
増
加
す
る
と
の
調
査

も
あ
る
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ

禍
は
、
か
つ
て
の
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
景
気

悪
化
の
ス
ピ
ー
ド
の

2

倍
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
社
会

は
大
変
な
こ
と
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
危
惧

し
て
い
る
。

最
近
、
全
国
の
マ
ラ
ソ

ン
大
会
は
、
G
P
S
を

使
用
し
た
レ
ー
ス
で
、

一
人
で
好
き
な
場
所
を

走
り
順
位
を
競
う
（
？
）

も
の
が
多
く
な
っ
て
い

る
ら
し
い
。
今
後
こ
の

よ
う
な
大
会
が
主
流
に

な
る
こ
と
の
な
い
こ
と

を
祈
っ
て

い
る
の
は
、
小
生
だ
け

で
は
あ
る
ま
い
。

当
市
に
あ
っ
て
は
、
9

月

1
9
日
開
催
予
定

の
一
関
国
際
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
大
会
で
、
必
ず

や
走
れ
る
こ
と
を
熱

望
し
て
い
る
今
日
こ

の
頃
で
す
。

併
せ
て
、
レ
ー
ス
終
了

後
は
例
年
の
よ
う
に

あ
の
松
の
下
に
て
、
会

員
同
士
「
乾
杯
！
」
と
い

き
た
い
が
、
大
会
が
中

止
に
な
る
な
ど
、
絶
対

に
「
コ
ロ
ナ
完
敗
」
に
な

ら
な
い
こ
と
を
祈
念

し
ま
す
。

（
そ
の
た
め
に
も
、
手

指
消
毒
、
マ
ス
ク
着
用
、

3
密
回
避
に
不
断
の

努
力
を
続
け
た
い
。
）

（

野
寺
良
信
記
）

小
野
寺
ホ
ン
ダ
の
小
野
寺
晃
さ
ん
が
3
月
2
1
日
に
亡
く
な

り
ま
し
た
。
９
２
才
で
し
た
。
葬
儀
は
3
月
2
4
日
に
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。
楽
走
会
よ
り
花
輪
を
献
花
し
ま
し
た
。

楽
走
会
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。
会
員
一
同
心
よ
り

ご
冥
福
を
祈
り
、
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

合
掌

し
か
し
、
中
国
は
騒
動
の
起
源
を

否
定
す
る
ば
か
り
か
、
早
期
の
鎮
圧

を
誇
る
姿
勢
は
、
正
に
理
性
を
超
越

す
る
行
為
で
あ
り
許
さ
れ
ざ
る
も

の
で
あ
る
。

さ
て
、
コ
ロ
ナ
と
言
え
ば
當
て
は

ト
ヨ
タ
社
製
の
乗
用
車
で
あ
り
、
そ

の
大
衆
か
ら
愛
さ
れ
た
証
と
し
て
、

小
林
旭
の
「
自
動
車
ｼ
ｮ
ｰ
歌
」
の
歌
詞

に
～
こ
こ
ら
で
や
め
て
も
い
い
コ
ロ

ナ
～
と
歌
わ
れ
た
も
の
で
し
た
。
全

く
今
年
中
に
は
そ
う
で
あ
り
た
い

で
す
ね
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
泣
く
事

が
な
い
様
に
。
昭
和
3
0
年
代
は
マ

イ
カ
ー
時
代
の
走
り
で
あ
り
、
高
卒

時
の
就
職
先
と
し
て
ト
ヨ
タ
を
選

択
し
た
私
は
、
校
友
と
二
人
で
二
日
掛

け
て
愛
知
県
の
郡
下(

現
在
の
豊
田
市
）

に
展
開
し
て
い
た
ト
ヨ
タ
自
動
車(

株)

で
、
初
日
は
筆
記
試
験(

結
果
に
は
自
信

有)

、
翌
日
は
面
接
を
受
け
ま
し
た
。
結

果
的
に
二
人
共
不
合
格
で
し
た
が
、

2
0
人
単
位(

全
国
か
ら
の
希
望
者
の

多
さ
の
象
徴)

で
の
唯
一
の
質
問
は
、
生

涯
に
渡
る
誠
に
貴
重
な
も
の
で
昨
日
の

事
の
様
に
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。


